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年表 （１/７） 

 

 

 

 

西暦 月 できごと

桜谷古墳群が築造される

天平 13年 ～741 伏木に国分寺建立

天平 18年 ～746 7月 大伴家持、越中国守として布師郷（現在の伏木）の国府に着任（～751年8月）

天正 13年 1585 10月 前田利次（利長叔父）木舟城へ入城

天正 13年 1585 11月 大地震により木舟城陥没、城主秀次夫妻ら圧死

慶長 13年 1608 伊勢国庵芸郡原村の大野原作が矢部村に移住し伊勢笠の製法を伝える

慶長 14年 1609 9月 前田利長、高岡城へ入城

慶長 15年 1610 利長、御車山を町民に与える

慶長 16年 1611 5月 利長、西部金屋の鋳物師を高岡に呼ぶ

慶長 19年 1614 5月 前田利長、高岡に没す。53歳

元和 元年 1615 一国一城令により高岡城とりこわし

元和 6年 1620 10月 前田利常、高岡町再興のため高岡町人の転出を禁ずる

寛文 3年 1663 利長の菩提を弔うため、正保年間から約20年の歳月をかけて造営していた瑞龍寺が完成

寛文 3年 1663 幕府、伏木を全国13港の一つに指定し船改所を置く

享保 10年 1725 福岡町大火、99軒の内93軒を焼失し火留用水を開く

延享 2年 1745 9月 坂下町極楽寺の僧良観、金色３丈２尺の大仏座像を建立

文政 4年 1821 6月 上川原町より出火、37か町延焼、２千３百数十戸焼失

天保 12年 1841 極楽寺の僧謙勝、大仏を再建

明治 2年 1869 6月 版籍奉還により金沢藩となる

明治 2年 1869 7月 廃藩置県により金沢県となる

明治 2年 1869 11月 富山、金沢、大聖寺３県が廃され、新川、金沢、七尾県が設置、高岡は七尾県に属す　※福岡町＝礪波郡＝新川県

明治 4年 1871 5月 射水神社が国幣中社に指定される

明治 5年 1872 9月 七尾県が廃止され高岡を含む射水郡は新川県に属する

明治 6年 1873 2月 伏木小学校開校（県下最初）

明治 8年 1875 3月 高岡警察係出張所四十万巡査分屯所ができる

明治 8年 1875 7月 高岡古城の地が高岡公園となる

明治 8年 1875 9月 射水神社が二上村から高岡古城地の新殿に遷座される

明治 9年 1876 9月 坂下町に高岡警察署設置

明治 10年 1877 8月 伏木燈明台完成

明治 11年 1878 9月 明治天皇越中行幸

明治 12年 1879 3月 高岡で大火、2,000戸焼失

明治 12年 1879 9月 電信線（金沢─伏木間）完成

明治 13年 1880 10月 射水郡役所、高岡公園内に設置

明治 16年 1883 5月 富山県が設置される

明治 16年 1883 12月 私立伏木測候所設立（明20・県へ移管）

明治 18年 1885 2月 富山県高岡病院、源平町より下関村に移転

明治 21年 1888 4月 高岡町に大火、800戸焼失

明治 22年 1889 4月 市制・町村制が施行される

明治 22年 1889 5月 初代市長（旧高岡市）に奥田貞済が就任

明治 22年 1889 7月 市役所を二番町の鯡会社を借用して開庁

明治 22年 1889 7月 伏木港、特別輸出港に指定

明治 22年 1889 11月 高岡市医師組合会結成

明治 23年 1890 12月 市設消防組設立

明治 24年 1891 8月 千木屋町西福寺に市庁舎を移す

明治 26年 1893 6月 県工芸品陳列場開設

明治 27年 1894 1月 二番町の鯡会社を買収し市庁舎とする

明治 27年 1894 5月 福岡公設消防組合が設立される

明治 27年 1894 9月 暴風により高岡の７本杉のうち５本倒れる

明治 27年 1894 10月 富山県高岡工芸学校創立

明治 29年 1896 2月 高岡商業会議所設立

明治 29年 1896 7月 庄川出水、建物248棟全壊

明治 30年 1897 4月 市立高岡簡易商業学校創立

明治 31年 1898 1月 中越鉄道（高岡─城端間）開通

和暦

５世紀ごろ
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年表 （２/７） 

 

 

 

 

西暦 月 できごと

明治 31年 1898 11月 北陸鉄道（高岡─金沢間）開通、高岡駅開業

明治 32年 1899 3月 北陸鉄道（高岡─富山間）開通

明治 32年 1899 7月 伏木港が開港場に指定される

明治 32年 1899 11月 伝染病院完成（大14、回生病院と改称）

明治 33年 1900 3月 庄川改修工事着工

明治 33年 1900 6月 高岡市大火、33か町3,589戸焼失

明治 33年 1900 6月 市庁舎焼失、博労町の旧越中教校を借りて事務を行う

明治 33年 1900 12月 中越鉄道（高岡─伏木間）開通

明治 34年 1901 5月 市庁舎、二番町で仮建築

明治 35年 1902 8月 桜馬場が公園区域となる

明治 35年 1902 9月 高岡郵便電信局完成（明36・4、郵便局となる）

明治 36年 1903 1月 高岡市婦人会発足

明治 37年 1904 1月 高岡電燈、市内一円に供給を開始

明治 37年 1904 11月 高岡銅器組合がセントルイス博で最高賞を受賞

明治 39年 1906 福岡興進会（後の商工会）が設立される

明治 40年 1907 3月 県立高岡高等女学校創立

明治 40年 1907 6月 私立高岡図書館開館（明43･7、市へ移管）

明治 40年 1907 11月 高岡電話交換所開設

明治 41年 1908 4月 高岡市医師会設立

明治 42年 1909 3月 高岡物産陳列所開設

明治 42年 1909 4月 瑞龍寺仏殿が国宝（旧・国宝保存法）に指定

明治 44年 1911 4月 市立高岡実科高等女学校創立

明治 44年 1911 5月 庄川改修工事竣工、庄川と小矢部川が分離

明治 44年 1911 5月 伏木港第一期改修工事竣工

大正 元年 1912 3月 片原町に市庁舎完成

大正 元年 1912 9月 高岡開町300年祭

大正 元年 1912 初めて福岡町に電灯が点る

大正 2年 1913 2月 伏木～小樽間に定期航路開始

大正 2年 1913 3月 県工業試験場設置

大正 2年 1913 4月 越中菅笠組合が結成される

大正 3年 1914 9月 高岡市連合青年会発足

大正 5年 1916 5月 高岡─氷見間の乗合自動車運行

大正 5年 1916 本領八百耕地整理組合が結成され、旧福岡町で初めての耕地整理が行われる

大正 6年 1917 4月 常備消防署設置

大正 7年 1918 4月 高岡市農会設立

大正 7年 1918 8月 高岡市少年団設立

大正 8年 1919 8月 片原町に公設市場開設

大正 10年 1921 6月 伏木港、第二種重要港湾に指定

大正 10年 1921 山王養鯉組合（現･町養鯉組合）が結成される

大正 11年 1922 3月 北陸本線に急行列車の運行が始まる

大正 13年 1924 9月 官立高岡高等商業学校創立

大正 14年 1925 3月 高岡市、都市計画法適用の指定を受ける

大正 15年 1926 3月 町立戸出実科女学校設立

昭和 2年 1927 6月 公益質屋、業務を開始

昭和 3年 1928 4月 瑞龍寺総門、法堂が国宝（旧・国宝保存法）に指定

昭和 3年 1928 12月 上水道敷設工事に着工

昭和 4年 1929 4月 町立砺波商工学校（後の砺波商業学校･砺波女子商業学校･福岡中学校の前身）開校

昭和 4年 1929 10月 普選最初の市会議員選挙

昭和 5年 1930 8月 ゴミ焼却場完成

昭和 6年 1931 1月 気多神社本殿、国宝（旧・国宝保存法）に指定

昭和 6年 1931 5月 私立高岡養老院開院（後に長生寮となる）

昭和 6年 1931 6月 上水道が初めて通水される

昭和 7年 1932 5月 守山村に大火、130戸、山林180町歩焼失

和暦
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年表 （３/７） 

 

 

 

 

西暦 月 できごと

昭和 8年 1933 3月 高岡─新湊間乗合自動車運行開始

昭和 8年 1933 5月 高岡大仏落慶

昭和 8年 1933 6月 伏木水上警察署設置

昭和 9年 1934 3月 第一期都市計画事業として、高岡伏木線、高岡駅長江線街路事業に着手

昭和 9年 1934 5月 富山─東京間定期航空路開設

昭和 11年 1936 5月 伏木港第二期拡築工事竣工

昭和 11年 1936 10月 富山県産業組合病院開院

昭和 12年 1937 4月 百貨店（丸越）開店

昭和 12年 1937 7月 高岡競馬場開設（昭15･8、県軍用保護馬鍛練場に指定）

昭和 15年 1940 1月 豪雪、積雪320㎝を記録

昭和 19年 1944 7月 県の指令により高岡に雑炊食堂28軒開店

昭和 20年 1945 8月 太平洋戦争終結

昭和 20年 1945 11月 済生会富山病院が戦災のため高岡市で開院（昭23･3、済生会高岡病院と改称）

昭和 21年 1946 4月 市営自給製塩事業開始

昭和 21年 1946 4月 市立伏木高等女学校開校

昭和 21年 1946 8月 地方競馬復活（二塚競馬場）

昭和 22年 1947 2月 高岡商工会議所設立

昭和 22年 1947 4月 市長公選制となり、武田儀八郎が初代公選市長に就任

昭和 22年 1947 9月 高岡市国民健康保険組合立健康保険伏木病院発足（昭59･3、社会保険高岡病院となる）

昭和 22年 1947 10月 昭和天皇、富山県に行幸

昭和 23年 1948 3月 高岡市に自治体警察設置

昭和 23年 1948 4月 高岡─伏木港間電車開通

昭和 23年 1948 8月 第１回市民体育大会

昭和 23年 1948 福岡町農業協同組合が設立される

昭和 24年 1949 1月 富山家庭裁判所高岡支部設置

昭和 24年 1949 5月 高岡工業専門学校、富山大学工学部となる

昭和 24年 1949 12月 四屋に火葬場完成

昭和 25年 1950 4月 県立高岡工芸高校開校

昭和 25年 1950 10月 加越能鉄道㈱設立

昭和 26年 1951 1月 伏木港、重要港湾に指定（９月22日、伏木富山港となる）

昭和 26年 1951 4月 金属指導所、塗装技術指導所開設

昭和 26年 1951 4月 高岡産業博覧会、古城公園で開催

昭和 26年 1951 4月 動物園開設

昭和 26年 1951 5月 岩崎ノ鼻灯台完成

昭和 26年 1951 8月 広報紙「市民と市政」創刊

昭和 26年 1951 8月 高岡市立美術館開館

昭和 26年 1951 9月 公会堂開館

昭和 26年 1951 10月 健康保険高岡市民病院開業

昭和 26年 1951 10月 高岡図書館開館

昭和 26年 1951 山王・岸渡･荒又川改修工事完了（着手昭和17年）

昭和 27年 1952 2月 県総合庁舎完成（湶町）

昭和 27年 1952 7月 小矢部川、千保川氾濫住宅被害1,549戸

昭和 27年 1952 7月 水害、床上浸水190戸、床下浸水４００戸

昭和 27年 1952 7月 住民登録実施

昭和 27年 1952 12月 一級国道８号指定

昭和 28年 1953 4月 高岡愛育園完成

昭和 28年 1953 5月 ２級国道156、160号指定

昭和 28年 1953 8月 伏木富山港、検疫業務指定港となる

昭和 28年 1953 8月 農業会館完成

昭和 28年 1953 9月 水害、床上浸水22戸、床下浸水547戸

昭和 29年 1954 12月 高岡物産東京斡旋所開設

昭和 30年 1955 5月 住吉下水ポンプ場完成

昭和 30年 1955 11月 県立保育専門学院開設

和暦
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年表 （４/７） 

 

 

 

 

西暦 月 できごと

昭和 31年 1956 12月 伏木・雨晴観光道路完成

昭和 33年 1958 3月 県工業試験場完成

昭和 33年 1958 9月 第13回国体開催

昭和 33年 1958 10月 昭和天皇、皇后両陛下行幸

昭和 33年 1958 11月 富山総合職業訓練所開所

昭和 34年 1959 4月 高岡第一高校開校

昭和 34年 1959 6月 高岡産業会館完成

昭和 34年 1959 6月 第５回対岸貿易漁業促進大会開催

昭和 34年 1959 7月 上関上水場完成

昭和 34年 1959 9月 開町350年、市制施行70周年記念式典

昭和 35年 1960 5月 新動物園完成

昭和 35年 1960 6月 御車山、国の重要有形民俗文化財に指定

昭和 35年 1960 8月 高岡市農業センター完成

昭和 35年 1960 11月 市民体育館完成

昭和 35年 1960 12月 市庁舎、本丸町（旧、本町２丁目1）に移転

昭和 36年 1961 4月 高岡産業高校設置

昭和 36年 1961 5月 読売北陸文化会館完成

昭和 36年 1961 7月 四屋し尿処理場完成

昭和 36年 1961 8月 駅前広場拡張、駅前ショッピングセンター完成

昭和 36年 1961 9月 第１回高岡物産見本市開催

昭和 36年 1961 12月 法務合同庁舎完成

昭和 37年 1962 4月 高岡東高校開校

昭和 37年 1962 4月 長生寮改築工事竣工

昭和 37年 1962 7月 東京・大阪との電話即時化

昭和 37年 1962 10月 大伴家持像、駅前から二上山へ移る

昭和 37年 1962 10月 護国神社、古城公園に遷座

昭和 37年 1962 11月 鉢伏山に仏舎利塔完成

昭和 38年 1963 1月 豪雪、積雪225㎝を記録、公会堂が倒壊

昭和 38年 1963 2月 役場庁舎落成

昭和 38年 1963 4月 県立二上工業高校設置

昭和 38年 1963 4月 清光女子高校開校

昭和 38年 1963 12月 伏木国分石油基地埋立工事完成

昭和 39年 1964 2月 市庁舎新館完成

昭和 39年 1964 3月 財政再建団体指定解除

昭和 39年 1964 5月 長慶寺にゴミ焼却場完成

昭和 39年 1964 9月 二上山開発公社設立

昭和 39年 1964 10月 北陸本線金沢─富山間電化完成

昭和 40年 1965 1月 中央図書館開館

昭和 40年 1965 4月 四屋下水処理場完成

昭和 40年 1965 4月 県立高岡ろう学校・養護学校設置

昭和 40年 1965 9月 総合卸売市場完成

昭和 41年 1966 4月 高岡市民会館開館

昭和 41年 1966 4月 二上山万葉ライン完成

昭和 41年 1966 11月 高岡市民病院完成

昭和 41年 1966 12月 第１期住居表示実施

昭和 42年 1967 10月 高岡古城公園、県定公園に指定

昭和 42年 1967 10月 駅前地下道開通

昭和 43年 1968 3月 伝統工芸産業技術保持者第１回指定

昭和 43年 1968 4月 こまどり養護学校開校

昭和 43年 1968 4月 富山新港開港

昭和 43年 1968 5月 二上山・雨晴海岸、国定公園に指定

昭和 43年 1968 8月 第１回たなばた祭

昭和 43年 1968 9月 高岡公共職業安定所庁舎完成

和暦
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年表 （５/７） 

 

 

 

 

西暦 月 できごと

昭和 43年 1968 11月 不燃焼物処理場完成

昭和 44年 1969 5月 二上山に「平和の鐘」完成

昭和 44年 1969 10月 二上青少年の家開館

昭和 45年 1970 4月 高等看護学院設置

昭和 45年 1970 5月 城山に平和観音像建立

昭和 45年 1970 6月 高岡市博物館開館

昭和 45年 1970 6月 駅前地下街完成

昭和 45年 1970 11月 農協会館完成

昭和 46年 1971 4月 富山・高岡バイパス（江尻─鏡宮間）開通

昭和 46年 1971 7月 高岡地区広域市町村圏指定

昭和 46年 1971 10月 第１回高岡市芸術祭

昭和 47年 1972 4月 伏木下水処理場完成

昭和 47年 1972 5月 問屋センター完成

昭和 47年 1972 7月 高岡市・福岡町総合斎場組合設立

昭和 48年 1973 6月 城光寺野球場完成

昭和 48年 1973 9月 高岡消防庁舎完成

昭和 48年 1973 12月 高岡商工ビル完成

昭和 49年 1974 4月 県立高岡南高校開校

昭和 49年 1974 10月 ブラジル・ミランドポリス市と姉妹都市提携

昭和 50年 1975 2月 高岡銅器が国の伝統的工芸品に指定

昭和 50年 1975 8月 二上霊苑完成

昭和 50年 1975 9月 高岡漆器が国の伝統的工芸品に指定

昭和 51年 1976 11月 水道局上関庁舎完成

昭和 52年 1977 4月 アメリカ・フォートウェーン市と姉妹都市提携

昭和 53年 1978 6月 城光寺陸上競技場完成

昭和 55年 1980 4月 長慶寺に新ごみ焼却場完成

昭和 55年 1980 4月 新市庁舎完成（５月６日、執務開始）

昭和 56年 1981 1月 豪雪（積雪154㎝を記録、自衛隊出動）

昭和 56年 1981 9月 第１回高岡万葉まつり

昭和 56年 1981 11月 小矢部川流域下水道事業に着手

昭和 57年 1982 6月 瑞龍寺山門が国の重要文化財に指定

昭和 58年 1983 4月 高岡地域地場産業センター完成

昭和 58年 1983 4月 県立福岡高等学校開校式

昭和 59年 1984 4月 社会保険高岡病院開院

昭和 59年 1984 4月 鳳鳴橋に鳳凰像設置

昭和 60年 1985 8月 中華人民共和国・遼寧省錦州市と友好都市提携

昭和 60年 1985 9月 富山大学工学部、高岡市から富山市へ移転

昭和 61年 1986 4月 国立高岡短期大学開校

昭和 61年 1986 6月 伏木富山港、特定重要港湾に指定

昭和 61年 1986 7月 県工業技術センター完成

昭和 61年 1986 10月 県高岡文化ホール開館

昭和 61年 1986 10月 新横町市街地再開発ビル完成

昭和 62年 1987 1月 第１回「日本海なべ祭り」開催

昭和 63年 1988 9月 庄川左岸堤防道路完成

平成 元年 1989 4月 高岡法科大学開校

平成 元年 1989 4月 開町380年、市制（旧高岡市）施行100年記念式典

平成 元年 1989 9月 第１回野外音楽劇「越中万葉夢幻譚」開催

平成 2年 1990 6月 Ｂ＆Ｇ「とやま・ふくおか海洋センター」オープン

平成 2年 1990 10月 第１回「万葉集全20巻朗唱の会」開催

平成 2年 1990 10月 高岡市万葉歴史館開館

平成 2年 1990 12月 高岡社会保険健康センター開館

平成 3年 1991 2月 富山県産業創造センター（高岡テクノドーム）開館

平成 3年 1991 9月 広域合併により高岡地区森林組合が発足
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年表 （６/７） 

 

 

 

 

西暦 月 できごと

平成 3年 1991 10月 五位ダム完成、完工式を行う

平成 3年 1991 11月 伏木曳山収蔵庫完成

平成 4年 1992 5月 高岡駅南改札口完成

平成 4年 1992 6月 末広町アーケード（すえひろーど）完成

平成 5年 1993 3月 高岡地区広域圏事務組合設立

平成 5年 1993 7月 とやま・ふくおか家族旅行村開村

平成 5年 1993 11月 高岡市農業センター竣工

平成 6年 1994 1月 済生会高岡病院が移転し診療開始

平成 6年 1994 3月 御旅屋セリオ、御旅屋メルヘン広場完成

平成 6年 1994 4月 高岡文化の森─高岡市美術館竣工

平成 6年 1994 5月 高岡スポーツコア─テニスコート、サッカー・ラグビー場、芝生広場竣工

平成 6年 1994 5月 富山県高岡総合プール竣工

平成 6年 1994 9月 福岡町農協と小矢部市の二農協が合併しJAいなば誕生

平成 8年 1996 3月 能越自動車道（小矢部・砺波ＪＣＴ～福岡ＩＣ）開通

平成 8年 1996 5月 高岡おとぎの森館竣工

平成 8年 1996 6月 高岡市ホームページ「ほっとホット高岡」開設

平成 8年 1996 6月 高岡市ふれあい福祉センター竣工

平成 8年 1996 7月 高岡古城公園と高岡おとぎの森公園において「とやま緑化祭'96」開催

平成 8年 1996 8月 全国山・鉾・屋台フォーラム

平成 8年 1996 9月 国民文化祭とやま'96開催

平成 9年 1997 4月 第１回ふるさとイベント大賞受賞「万葉集全20巻朗唱の会」

平成 9年 1997 7月 福岡町総合町民センター（Ｕホール）完成

平成 9年 1997 12月 瑞龍寺の山門、仏殿、法堂が国宝に指定

平成 10年 1998 6月 伏木万葉ふ頭の供用開始

平成 10年 1998 10月 伏木北前船資料館開館

平成 10年 1998 11月 国の重要文化財勝興寺の保存修理着工

平成 11年 1999 8月 伏木港開港100周年記念式

平成 11年 1999 9月 高岡市デザイン・工芸センター竣工

平成 11年 1999 10月 御旅屋西通り市街地整備事業、御旅屋西通り地区第一種市街地再開発事業竣工

平成 12年 2000 3月 ミュゼふくおかカメラ館完成

平成 12年 2000 7月 能越自動車道（高岡IC～福岡IC）開通

平成 12年 2000 9月 2000年とやま国体開催

平成 12年 2000 12月 山町筋が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

平成 13年 2001 3月 高岡市民病院全面改築工事完成

平成 13年 2001 4月 万葉線株式会社設立

平成 13年 2001 5月 富山県旅券センター高岡支所開設（御旅屋セリオ内）

平成 14年 2002 2月 高岡市土地改良区発足（市内１８土地改良区を統合）

平成 14年 2002 4月 万葉線の第三セクター（万葉線㈱）による運行開始

平成 14年 2002 4月 土蔵造りのまち資料館（旧室崎家住宅）開館

平成 14年 2002 9月 イオン高岡ショッピングセンター開店

平成 14年 2002 12月 伏木外港北防波堤（1,500m）完成

平成 15年 2003 2月 庄東三用水土地改良区合併

平成 15年 2003 2月 ISO14001号登録認定証取得（市役所本庁舎）

平成 15年 2003 3月 環境クリーン工場・し尿処理場改築工事竣工

平成 15年 2003 4月 新湊・堀岡･海老江・伏木漁協合併

平成 15年 2003 4月 射水平野土地改良区･牧野用水土地改良区合併

平成 16年 2004 1月 万葉線の超低床式新型車両（アイトラム）運行開始

平成 16年 2004 4月 ウイング・ウイング高岡オープン

平成 16年 2004 6月 能越自動車道（高岡北IC～高岡IC）開通

平成 16年 2004 10月 台風２３号県内直撃、北陸線５７本運休、２万６千戸停電

平成 16年 2004 11月 重要文化財勝興寺本堂保存修理事業竣工

平成 17年 2005 2月 高岡市・福岡町合併調印式

平成 17年 2005 3月 高岡市内４農業共同組合が合併し、新「高岡市農業協同組合」発足
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西暦 月 できごと

平成 17年 2005 6月 北陸新幹線富山─金沢間建設工事起工式

平成 17年 2005 7月 重要文化財勝興寺第2期保存修理事業の開始

平成 17年 2005 10月 伏木気象資料館オープン

平成 17年 2005 10月 県内国立３大学が統合され、高岡短期大学は富山大学芸術文化学部として再出発

平成 17年 2005 10月 サンアリーナを高岡市竹平記念体育館としてリニューアルオープン

平成 17年 2005 11月 1日　高岡市と福岡町が合併・新「高岡市」誕生

平成 18年 2006 3月 伏木港多目的国際ターミナル供用開始

平成 18年 2006 4月 「高岡市ものづくり・デザイン人材育成特区」が認定される

平成 18年 2006 6月 高岡市総合計画審議会設置

平成 19年 2007 3月 「高岡市民憲章」制定

平成 19年 2007 4月 能越自動車道（氷見IC～高岡北IC）開通

平成 19年 2007 4月 高岡市鋳物資料館開館

平成 21年 2009 3月 越中福岡の菅笠製作技術が国の重要無形民俗文化財に指定

平成 21年 2009 4月 高岡斎場供用開始

平成 21年 2009 9月 高岡開町400年。記念イベント高岡開町まつり開催

平成 23年 2011 3月 高岡鋳物の製作用具及び製品が国の登録有形民俗文化財に登録

平成 23年 2011 8月 高岡駅橋上駅舎及び万葉ロード（南北自由通路）の全面供用開始

平成 23年 2011 11月 伏木富山港が総合的拠点港に選定

平成 24年 2012 9月 北陸新幹線新高岡駅着工

平成 24年 2012 12月 金屋町が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

平成 26年 2014 3月 「おくのほそ道の風景地-有磯海（女岩）-」が国名勝に指定

平成 26年 2014 3月 高岡駅周辺整備事業完成。クルン高岡、駅前地下街が開業

平成 26年 2014 10月 高岡広域エコ・クリーンセンター本格稼働

平成 27年 2015 3月 北陸自動車道高岡砺波スマートインターチェンジ開通

平成 27年 2015 3月 「高岡城跡」が国史跡に指定

平成 27年 2015 3月 北陸新幹線開業。新高岡駅出発式

平成 27年 2015 4月 「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡 -人、技、心-」が日本遺産に認定

平成 27年 2015 11月 新高岡市誕生10周年記念式典。高岡市民の歌「ふるさと高岡」発表

平成 28年 2016 10月 とやま呉西圏域連携協約を締結

平成 28年 2016 12月 「高岡御車山祭の御車山行事」を含む全国「山・鉾・屋台行事」33件がユネスコ無形文化遺産に登録

平成 29年 2017 3月 福岡町つくりもんまつりが「ふるさとイベント大賞」を受賞

平成 29年 2017 4月 ソラエ高岡内に富山県高岡看護専門学校が開校

平成 29年 2017 5月 天皇皇后両陛下が高岡御車山会館をご視察

平成 29年 2017 11月 大伴の家持生誕1300年記念演劇「大伴家持－剣に歌に、夢が翔ぶ！－」高岡公演

平成 29年 2017 11月 「越中福岡の菅笠」が国の伝統的工芸品に指定

平成 30年 2018 3月 あいの風とやま鉄道「高岡やぶなみ駅」開業

平成 30年 2018 4月 道の駅「雨晴」オープン

平成 30年 2018 4月 平成の御車山完成披露式典

平成 30年 2018 5月 日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落」に本市の文化財が追加認定

平成 30年 2018 11月 高岡銅器の生型鋳造法が伝統的工芸品に追加認定

平成 31年 2019 4月 市制施行130周年

令和 元年 2019 7月 伏木港開港120周年記念式典

令和 2年 2020 12月 吉久の歴史的町並みが国の重要伝統的建造物群保存地区に選定

令和 3年 2021 4月 高岡市・氷見市広域消防運用開始

令和 3年 2021 4月 重要文化財勝興寺保存修理事業竣工式

令和 4年 2022 12月 勝興寺の本堂、大広間及び式台が国宝に指定

令和 6年 2024 1月 令和６年能登半島地震が発生、観測史上最大となる震度５強を観測

和暦


